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出産・子育て応援プロジェクトに関する経過報告等について 

 

 

＜プロジェクトの経過について＞ 

 

 

 

＜提案書について＞ 

● ９月 12日の全員協議会では、令和７年度当初予算編成に間に合わせるため、①短期的（即効・

直接）な施策の提案として、まずは 11月頃までに中間提案書を取りまとめ、②中長期的（令和

７年度以後の数年間）な視点からの提案として令和６年度末までに最終提案書を取りまとめる

という２つの段階的なプロセスを見込んでおりましたが、充実したチーム会議を重ねる中で、

分割することなく一つの提案書として取りまとめました。 

  

事　項 日　程

町長指示 7/29
町長より、出生数の現状に鑑み、子育て支援策を検討するための
プロジェクトチームを発足させる指示

課長会 8/1
全庁で出産・子育て応援について共通理解を図る
プロジェクトチームメンバーの選出依頼

プロジェクト発足 8/19
子育て支援関連部署及び立候補職員により「出産・子育て応援
プロジェクト」を発足

第１回チーム会議 8/19 検討事項及び現状把握について

既存事業調査等
(各課にて作業)

8/19
各課へ既存の子育て関連事業の現状調査
職員提案の募集（新規事業の募集）

議会説明 9/12 議会９月定例会全員協議会において、本プロジェクト発足を説明

第２回チーム会議 9/20
既存事業調査結果及び職員提案について
検討対象とする事業の精査について

第３回チーム会議 10/7 提案する事業について

第４回チーム会議
(庁内ＬＡＮ)

10/7～ 提案書（素案）の検討・修正

第５回チーム会議
(書面開催)

10/21～ 提案書（案）の検討・修正

提案書提出 10/31 提案書の提出

内　容　等



 

＜提案事項について＞ 

● 提案事項は、（１）既存事業の拡充と（２）新規事業の提案（職員提案）の２つの視点に分け

て提案しました。 

   

 

＜今後について＞ 

● 本プロジェクトは今後も継続し、令和６年度末までにさらなる検討を重ねて、内容の精査を

図り、追加の提案を予定しています。 

 

● 本プロジェクトの提案を受け、副町長、教育長、関係課長をメンバーとした、行政施策推進

組織設置要綱に基づく新たな会議体の設置（福祉課が事務局となる予定）をし、内容の精査、

妥当性の検討・調整を踏まえ、町長へ報告し、施策を推進していきます。 

 

既存事業名 提案内容の概要

① 出産祝い金支給事業 ・支給額の増額

② 児童手当支給事業 ・３歳到達時の減額分を独自に上乗せ

③ 子育て支援センター事業 ・土日祝の開所日の増

④ ファミリーサポートセンター事業
・利用可能月齢の引き下げ
・預かり以外のサービス充実

⑤ 給食費補助事業
・町助成額の段階的な増額
・低所得世帯、多子世帯に対する枠組みの設定

⑥ 妊婦健康診査事業 ・助成額の引き上げ

⑦ 結婚新生活支援補助金事業
・所得制限の緩和
・子を伴う場合の加算

⑧ 新築祝い金・二世代同居近居奨励金事業
・転居の場合の補助額の縮減及び
　　　　　　　　　　　　子を伴う転入の加算

事業名(仮称) 提案内容の概要

① 子育て生活支援事業
・紙おむつ支給事業のリニューアル
（紙おむつ以外も対象とする）

② 放課後児童クラブ給食提供事業 ・長期休暇期間等の食事の提供

③ 放課後児童クラブ利用者減免制度事業
・実績による賦課（日割り計算等）の検討
・学年ごとの料金設定や多子減免の新設

④ 紙おむつ定額利用事業
・紙おむつの定額使い放題サービスの導入
・お昼寝布団や衛生用品一式の園での用意

⑤
公園等へのおむつ交換台
　　　　　　チャイルドシート設置事業

・利用頻度の高い公園から順次設置
・ぐみの木公園に関してはトイレ建替も視野

⑥ こども園・岸幼稚園・向原保育園の統合
・ランニングコスト削減と職員の一極集中配置
・一時保育、延長保育の拡充検討

⑦ スクールバスの町内全域化
・教育認定子どもの範囲拡充（清水地区）
・現運行ルート外の要否検討（平山・共和等）

⑧ 空き家住宅買取制度 ・町が空き家を買い取り、賃貸借のマッチング

⑨ 社員寮建設・借り上げ助成事業
・近隣市町等の工業団地の企業に対する
　　　社員寮建設補助や入居従事者の家賃補助

（１）既存事業の拡充

（２）新規事業の提案（職員提案）


